
 

                   
  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 「桜梅桃李」～それぞれが独自の花を咲かせ活躍しよう～を全体の 
スローガンとし、長尾中学校文化祭が開催されました。 
今年度もコロナ禍により発表の仕方には変更や制限が課され、また 

全校生徒が揃っての移動・鑑賞は行えず、保護者の参観も中止としま 
した。そのような中でそれぞれのクラスが個性あふれる発表を展開し、 
長尾中学校文化祭をしっかりと盛り上げてくれました。 

【３年生 演劇発表】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和３年９月２９日 

枚方市立長尾中学校 

校長通信 第２２号 

＜めざす生徒像＞ 

自主：正しく判断し主体的に行動する生徒 

協調：信頼し助け合い、思いやりと感謝のある生徒 

責任：責任を自覚し、最後までやり抜く生徒  

勤勉：喜びを感じながら、主体的に学ぶ生徒 

健康：逞しく生きるための意志や体力を持つ生徒  

①3-2 ②一人ひとりが ③友情 

④「色んな奴がおって、ええやんけ」 

①3-5 ②グッドバイ・マイ…  
③勇気・挑戦 

④「勇気を出しなさい。生きるのです。」 

①3-3 ②ぼくらとラッシャー ③友情 

④「振り返らない、どんな時も」 

①学年-組 ②演目 ③テーマ ④「心打たれたセリフ」 

 みなさんに伝えたい事は、
これを機にイジメに対して向
き合い、周りに流されないよ
うに自分の考えを相手に伝え
てほしいという事です。 
 背景や大道具・小道具では、
作業を丁寧に手際よくこなし
て、互いの係が協力すること
で最後までやり切ることがで
きました。キャスト練習では、
監督と助監督を中心に、練習
と修正を繰り返し、本番まで
に真剣に頑張りました。全員
の努力によって最高の状態に
仕上げる事ができました。 

 3 組は「ぼくらとラッシャ
ー」を発表しました。この作
品の見所は、突然みんなの前
に現れたずぼらな性格のラ
ッシャー先生と、ちょっとや
んちゃな生徒たちとの関係
がどのように変化していく
のか、という所です。準備期
間中は、それぞれの係が自分
の仕事に関係なく、クラスみ
んなで協力して仕上げ、３組
の明るさが出ている劇にす
る事ができました。 

 クラステーマは「勇気と挑
戦」です。生まれる前の世界で
運命に逆らおうとする人物た
ちの葛藤を描いた作品で、豊か
な感情を表現するために、キャ
ストは何度も練習を繰り返し
ました。放課後も多くの人が学
校に残り、劇の世界観を出すた
めに背景や大道具を一生懸命
につくり上げました。今受験生
として抱える僕たちの悩みや
不安と登場人物の心の葛藤を
照らし合わせながら、全員でつ
くった作品となりました。 

生徒会長（右） 

文化委員長（左） 

あいさつ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①3-1 ②ＬＯＶＥ ③愛情 

④「愛って何ですか？」 

①3-4 ②メロスは走らない！？ 
③Forty-one Shine  

④「メロスは偉いよな」 

僕達のクラスは恋愛をテー
マにした劇です。見どころは
迫力のある喧嘩シーンと、張
り出し舞台をうまく利用して
工夫しているところです。そ
の他にも背景の色付けでは、
手形をつけるなどの工夫をし
ました。 
 昼休みや放課後に集まっ
て、練習したり作業を進めた
りする人の姿が連日見られま
した。時には自ら発声練習を
している人や、より良いもの
をめざして話し合いをしてい
る人もいました。全員の努力
と絶対に成功させたいという
思いがたくさん詰まった、す
ばらしい劇となりました。 

 この劇は文化祭を間近にひか

えた、ある学校のクラス劇の練習
や学校生活について描いたもので
す。特徴は役柄が多く、４組全員

が舞台に登場するところです。ク
ラス総出でつくり上げたこの劇、
演技の練習と道具作りの両立は思

った以上にたいへんで、セリフを
覚えるだけで時間が過ぎていきま
した。休む人が一人でもいると練

習が進まなかったり、協力してく
れない人もいたりして、本当に「メ
ロスは走らない」状態でした。し

かしメロスの言葉通り、本番に間
に合う、間に合わぬは問題ではな
く、全員で取り組むことを一番に

考えました。 


